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フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
一
月
に
撤
去
開
始

住
民
説
明
会
が
行
わ
れ
る

昨
年
12
月
20
日
新
居
地
区
（
参
加
住
民
９
名
）
、

今
年
１
月
５
日
向
ヶ
丘
地
区
（
同
23
名
）
で
住
民

説
明
会
が
行
わ
れ
、
市
職
員
３
名
同
席
の
も
と
、

石
原
産
業
か
ら
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
撤
去
計
画
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

１
月
５
日
の
説
明
会
に
塚
本
市
議
が
参
加
し
、

以
下
の
レ
ポ
ー
ト
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

石
原
産
業
は
住
民
か
ら
の
「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
撤

去
時
に
ほ
こ
り
が
た
ち
健
康
被
害
が
お
き
な
い
か
」

と
聞
か
れ
た
の
に
対
し
て
「
四
国
の
家
族
で
４
年

間
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
に
含
ま
れ
る
六
価
ク
ロ
ム
の
入
っ

た
水
を
飲
ん
だ
人
た
ち
が
い
た
が
、
健
康
に
異
常

は
無
か
っ
た
」
と
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
の
有
害
性
を
否

定
す
る
よ
う
な
無
責
任
な
発
言
を
し
ま
し
た
。
フ
ェ

ロ
シ
ル
ト
は
産
廃
と
認
定
さ
れ
た
の
に
住
民
説
明

会
で
こ
の
よ
う
な
発
言
を
繰
り
返
す
石
原
産
業
は

許
せ
ま
せ
ん
。

撤
去
計
画
に
つ
い
て

撤
去
計
画
（
石
原
産
業
か
ら
県
に
提
出
）
に
沿
っ

て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
な
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

愛
知
県
か
ら
砂
防
申
請
の
許
可
が
13
日
頃
に
出

さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
16
日
頃
か
ら
撤
去
の
準
備

が
始
ま
り
１
週
間
程
度
で
撤
去
さ
れ
る
。
埋
め
ら

れ
た
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
の
全
量
は
百
ト
ン
と
搬
入
業

者
が
事
情
聴
取
で
話
し
て
い
る
が
土
も
混
ざ
る
の

で
搬
出
量
は
そ
れ
以
上
と
な
る
。
10
ト
ン
袋
に
詰

め
て
運
び
出
す
。
撤
去
後
２
年
間
、
年
4
回
周
辺

河
川
水
、
地
下
水
調
査
を
実
施
。
問
題
が
あ
れ
ば

調
査
を
継
続
す
る
。

住
民
か
ら
の
質
問

１
．
「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
埋
設
地
に
対
す
る
対
応

が
不
十
分
、
す
ぐ
に
ロ
ー
プ
を
張
り
巡
ら
す
等
を

す
る
よ
う
に
」
要
望
が
出
さ
れ
、
石
原
産
業
が
立

ち
入
り
禁
止
の
看
板
を
付
け
ロ
ー
プ
を
張
り
巡
ら

す
等
の
対
応
を
す
る
と
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
「
搬
出
時
に
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
が
ほ
こ
り
と

な
り
健
康
被
害
に
な
ら
な
い
か
」
と
質
問
が
だ
さ

れ
、
ほ
こ
り
対
策
と
し
て
「
水
ま
き
」
を
行
う
、

ま
た
撤
去
工
事
中
は
運
搬
車
両
の
出
入
り
口
に
交

通
整
理
員
を
配
置
す
る
と
石
原
産
業
が
答
え
ま
し

た
。３

．
「
造
成
計
画
に
対
す
る
質
問
」
が
出
さ
れ
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
各
担
当
課
か
ら
時
系
列
的

に
説
明
す
る
文
章
を
だ
す
。

４
．
「
工
事
中
に
他
の
産
廃
ら
し
き
の
も
が
出

た
場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
市
環
境
課
が
窓

口
と
な
る
の
で
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

５
．
「
造
成
地
の
埋
め
戻
し
中
に
悪
臭
が
あ
っ

た
」
石
原
産
業
か
ら
河
川
の
汚
泥
で
は
な
い
か
、

と
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
か
ら
返
答
が
あ
り
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
が
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
問
題
で

果
た
し
て
き
た
事

三
重
県
議
員
団
は
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
不
正
製
造
問

題
で
県
に
対
し
昨
年
５
月
か
ら
５
回
申
し
入
れ
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
積
み
現
場
か
ら

の
流
出
や
放
射
能
汚
染
が
各
地
で
問
題
に
な
り
だ

し
た
当
初
か
ら
石
原
産
業
が
こ
の
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト

を
「
産
廃
隠
し
」
に
使
い
、
巨
額
の
産
廃
処
理
費

を
浮
か
し
て
い
る
疑
い
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

尾
張
旭
の
住
民
説
明
会
に
石
原
産
業
の
出
席
を
要

請
す
る
よ
う
市
に
求
め
る
な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

子育て支援と言いながら...

実は補助金カット

次世代育成支援対策交付金

７２０万１０００円追加

仕事と家庭両立支援

特別援助事業費補助金

２１１万８０００円減額

特別保育事業費等補助金

１１５０万５０００円減額

子育て支援短期利用事業費補助金

１０万４０００円減額

合計 １３７２万７０００円の減額

差引 ▲６５２万６０００円

尾張旭市12月補正予算から見える政府 子育て支援切り捨て構造改革 人
口
減
少
が
現
実
と
な
っ
た

報
道
が
さ
れ
る
中
で
、
少
子
化

対
策
は
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
の
12
月
補
正
予
算
で
は
、

新
た
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策

交
付
金
と
し
て
、
国
か
ら
の
予

算
が
約
７
２
０
万
円
追
加
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
は
、
今
年
度
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
延
長
保
育

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
市
町
村
の
裁
量
で

子
育
て
支
援
事
業
に
使
え
る
と

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
補
正
予
算
を
よ

く
見
る
と
、
国
や
県
か
ら
来
て

い
た
子
育
て
関
連
の
補
助
金
が

ず
い
ぶ
ん
減
っ
て
い
ま
す
。

（
左
表
参
照
）

？

？

計
算
し
て
み
る
と
、
実
際
に

は
補
助
金
が
ほ
ぼ
半
減
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
の
裁
量
が
増
え
る
と

三
位
一
体
構
造
改
革
に
つ
い
て

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
質
は

こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
国
の
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
も
、
実
は

逆
行
す
る
こ
と
を
、
平
然
と
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
12
月
補

正
予
算
で
し
た
。
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賛否の分かれた議案などに対する各議員の態度

議案などの名称

１２月議会

○：賛成 ×：反対

※議長は

採決に加わりません。

※

○－ ○ ○○ ○○○ ○○○○○ ○○○ ○○○○○ ○○
第76号議案 福祉医療費助成

条例の一部改正

あさひ２１

多岐にわたる陳情内容で、内容の説明は省略します。

反対した議員の意見は委員会でも、本会議でも表明されませんでした。

相変わらずのことですが、反対理由を述べないのは非常に問題があります。

○－ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ ○○○○

×

○○
第74号議案 体育施設の設置及び管

理に関する条例の一部改正

○－ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ ○○○○

×

○○
意見書案第８号 地方の道路整備の

促進と財源の確保に関する意見書

×

－
× ×× ××

○

×××××× ××× ×× ××

○

××陳情第12号 介護・福祉・医療など

社会保障の施策拡充についての陳情書

×

－

× ×× ×

○○

×××××× ××× ×× ××

○

××陳情第13号 「米国産牛肉の拙速な輸
入再開に反対し、
ＢＳＥの万全な対策を求める」陳情書

○－ ○ ○○ ○○

×

○○○○○○ ○○○ ○○○○

×

○○
意見書案第６号 「真の地方分権改

革の確実な実現」に関する意見書

第74号議案 体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

体育施設の使用料を見直すもので、安くなった施設もありますが多くは値上げされています。

議論された民生文教委員会では、市当局が使用者団体などからの意見聴取を全くしていないことが問題視されました。

塚本議員が反対討論を行いました。

乳幼児の医療費無料制度を就学前までに引き上げるもの。

本当は全会一致のはずでしたが、ある議員の挙手が少し遅かったようで、賛成多数となりました。

内容は陳情書の名称の通り。

所管の建設経済委員会では塚本、大島議員から賛成意見が、

森、伊藤（恵）議員から反対意見が述べられました。

全国市議会議長会からの要請もあり、提案された意見書。

地方交付税の法定率分の引き上げを具体的に求めた点は、これまでに無いもので評価できますが、

義務教育費の国庫補助負担金の一般財源化を求める内容。川村議員が反対討論を行いました。

道路特定財源の存続を求めるもの。

医療や年金制度について財源の不足が言われている中で、道路特定財源制度を廃止し、

社会保障財源にも使えるようにすべきです。

森議員が賛成討論を、川村議員が反対討論を行いました。

第76号議案 福祉医療費助成条例の一部改正

陳情第12号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書

陳情第13号 「米国産牛肉の拙速な輸入再開に反対し、ＢＳＥの万全な対策を求める」陳情書

意見書案第６号 「真の地方分権改革の確実な実現」に関する意見書

意見書案第８号 地方の道路整備の促進と財源の確保に関する意見書


